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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

❽

最
上
金
山
地
域
の
特
徴

　
最
上
金
山
地
域
は
山
形
県
北
部
の
内
陸
に

あ
り
、最
上
川
流
域
の
豊
か
な
水
と
自
然
に
囲

ま
れ
た
地
区
で
す
。東
北
地
域
で
も
屈
指
の
ス

ギ
人
工
林
施
業
の
歴
史
を
持
ち
、樹
齢
３
０
０

年
を
超
え
る
金
山
杉
を
擁
し
て
い
ま
す
。し
か

し
近
年
は
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
特
に
Ａ

材
の
価
格
低
迷
に
よ
り
森
林
整
備
の
継
続
し

た
実
施
が
困
難
な
状
況
も
あ
り
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、近
隣
に
大
型
製
材
工
場
や

バ
イ
オ
マ
ス
工
場
が
進
出
し
て
大
口
の
需
要

が
発
生
し
て
お
り
、継
続
し
た
素
材
供
給
体
制

の
確
立
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
上
・
金
山
林
業

成
長
産
業
化
モ
デ
ル

構
想
に
つ
い
て

　
金
山
杉
は
建
築
用
材
と
し
て
大
径
を
活
か

し
た
柱
材
や
高
品
質
の
板
材
と

し
て
、
特
に
高
級
住
宅
向
け
に
高

い
評
価
を
得
て
い
る
ほ
か
、
街
並

み
景
観
の
整
備
や
家
具
材
な
ど

へ
も
材
を
供
給
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
林

業
成
長
産
業
化
地
域
の
採
択
を

受
け
、
新
商
品
の
開
発
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
そ
の
動
き
を
加

速
化
す
る
取
組
を
実
施
す
る
ほ

Ｔ
を
用
い
た
林
業
の
体
制
構
築
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

航
空
レ
ー
ザ
デ
ー
タ
を

用
い
た
森
林
資
源
解
析
・

地
形
解
析
に
つ
い
て

　
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
で
は
、
従
来
の

地
図
で
は
確
認
不
可
能
な
詳
細
な
微
地
形
の

ほ
か
、
樹
種
・
本
数
・
樹
高
・
胸
高
直
径
を

単
木
単
位
で
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
デ
ー
タ
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
全
世
界
測
位
シ

ス
テ
ム
）
搭
載
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
に
搭
載

か
、
限
り
あ
る
金
山
杉
を
よ
り
効
率
的
に
利

用
す
る
た
め
、
Ａ
材
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
材
ま

で
の
利
用
を
確
立
し
、
山
側
に
利
益
を
還
元

し
つ
つ
、
大
口
の
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
管
理
・
木
材
生
産
の
効
率
化

を
目
的
と
し
て
、
平
成
27
年
か
ら
28
年
に
か

け
て
、
金
山
町
内
の
航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
よ

る
森
林
資
源
・
地
形
解
析
を
実
施
し
、
こ
の

デ
ー
タ
を
基
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
森
林
情
報

基
盤
整
備
を
構
築
す
る
ほ
か
、
様
々
な
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ス
を
駆
使
し
て
、
よ
り
高
効
率

で
実
効
性
の
高
い
森
林
管
理
の
体
制
を
整
え

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
Ｉ
Ｃ

山
形
県
金か

ね
や
ま
ま
ち

山
町

森
林
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
林
業
の
展
開

航空レーザ計測により整備した資源
情報（上）及び地形情報（下）

大
お み の わ

美輪の大杉

汎用デバイスを活用した
森林調査
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な
る
地
形
を
把
握
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
解
析
し
、
現
状
の
自
然
・
地
形
条

件
に
お
け
る
林
業
生
産
の
適
否
を
判
断
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
当
地
域
で
は
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

に
向
け
、
上
記
の
成
果
を
活
用
し
て
重
点
意

向
調
査
区
域
を
設
定
す
る
等
森
林
所
有
者
に

対
し
て
客
観
的
に
説
明
責
任
を
果
た
す
上
で

も
、
今
後
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
基
盤
と

ド
ロ
ー
ン

　
近
年
で
は
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
当
地
域

で
も
今
夏
に
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
冠
水
や
崩

落
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
被

害
把
握
で
は
一
部
を
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
空
撮
デ
ー
タ
は
オ
ル
ソ
化

し
、
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
る
地
形
デ
ー
タ
と
合

様々な地形データから将来性も含め
た林業経営適地を抽出

わ
せ
る
事
に
よ
り
、
被
害
の
程
度
を
簡
便
に

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
計

測
か
ら
書
類
作
成
ま
で
は
数
時
間
で
完
了
す

る
た
め
、
管
理
業
務
の
効
率
化
に
大
幅
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

最
上
金
山
地
域
林
業

成
長
産
業
化
地
域
構
想

で
の
取
り
組
み

　
当
地
域
で
は
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
森
林

管
理
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
森

林
所
有
者
、
素
材
生
産
業
者
、
森
林
組
合
、

行
政
な
ど
最
上
・
金
山
地
域
林
業
成
長
産
業

化
地
域
構
想
に
か
か
る
参
画
者
に
対
し
、
検

討
会
や
ド
ロ
ー
ン
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど

各
種
デ
バ
イ
ス
や
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に
か

か
る
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
普
及
を

図
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
方
法
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
詳
細
な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
林
業
経
営
へ

の
利
用
は
特
に
森
林
管
理
業
務
の
効
率
化
と

生
産
性
の
向
上
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
川
上
に
加
え
、
川
下
で
も
構
想
に
基
づ

く
各
種
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当

地
域
の
林
業
成
長
産
業
化
を
推
し
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

可
能
で
あ
り
、
加
え
て
小
班
や
地
籍
図
、
施

業
履
歴
な
ど
も
搭
載
し
、
現
在
位
置
と
併
せ

て
境
界
の
確
認
、
作
業
道
の
事
前
踏
査
（
周

辺
微
地
形
の
確
認
）、
森
林
整
備
着
手
時
の

各
作
業
班
へ
の
指
示
や
情
報
共
有
な
ど
に
利

用
し
て
お
り
、
作
業
の
効
率
化
に
大
き
な
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
全
域
の
地
形
デ
ー
タ
は
、
標

高
や
斜
面
方
向
に
加
え
、
日
当
た
り
や
水
分

条
件
な
ど
の
詳
細
な
自
然
条
件
、
崩
壊
地
や

地
滑
り
地
な
ど
の
作
業
道
開
設
時
に
障
害
と

ドローンによる災害発生個所の撮影

ドローン活用研修会

GIS 上での崩壊土量の簡易な推定


